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日本の座標（日本測地系2024（国家座標））
水平位置は測地成果2011に基づく元期の時点での座標なので、現在
の位置からセミダイナミック補正を行って元期座標に戻す作業を
行っている。

2図はアイサンテクノロジーのホームページより

これの図に経緯度原点の変動を加えれば、ダイ
ナミック座標と日本の国家座標との差になる。

国家座標は現在の座標値ではない。
そのためGNSSで求まる座標と比較
するときは、地殻変動補正が必要

日本国内だけに閉じているので、空
港の座標等には不都合が生じる。

我々は時間とともに変化する4次元
ダイナミック座標により管理を提案
している。

2025年4月現在の
セミダイナミック
補正量(水平成分）



川崎市内にGNSS連続観測点（屋上観測点）新設(8点)

受信機
セプテントリオ社 mosaic-x5

アンテナ
小峰無線電機 QZG12FQ

観測
サンプリング間隔 1秒

取得衛星
GPS GLONASS Galileo 準天頂
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川崎市周辺の地殻変動

2024年能登半島地震前速度
2022/04/28-2023/12/31

2024年能登半島地震時変位 2024年能登半島地震後速度
2024/01/02-2024/12/30
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GPS 連続続観測点と監視盛土位置図
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①中原区井田3丁目の大規模盛土地のGNSS
測量の結果を示す。
(４回目の測量と５回目の測量の間に能登半
島地震）
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②麻生区万福寺2丁目の大規模盛土地のGNSS観
測結果
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②麻生区王禅寺西2丁目の大規模盛土地のGNSS
観測結果
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④高津区上作延の大規模盛土地のGNSS測
量結果

ここはPS-InSAR
で沈降がよく見
えている大規模
盛土地



GEONET町田（この地域から西に約45kmの距離）
を基準にした４Aと４Bの上下変動
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⑤麻生区上麻生5丁目の大規模盛土地の
GNSS測量結果



四次元ダイナミック座標管理のGIS
川崎市の業務で用いられている基図を用いて４次元ダイナミック座標情報を管理し、
大規模盛土のシミュレーションを実現できるGISの開発を進めている。
現在、下記に示す基図を搭載した検証を実施している。

 搭載データ（川崎市データ）
① 1/2500都市計画図（2019年度版）
② 1/500道水路台帳図
③ 空中写真2019
④ 盛土造成地（大規模盛土造成地1093か所：ポリゴン＋属性情報）
⑤ 水準点情報

盛土造成地＋水準点＋観測情報

道水路台帳＋都市計画図

盛土造成地情報



四次元ダイナミック座標管理のGIS
 搭載データ（当研究グループの取得データ）

① 干渉SARデータ（EAST）
② GNSS連続観測点の成果情報（８地点：CSV形式観測データ⇒GISデータへ）
③ 監視盛土の観測成果情報より週次抽出（５地点：CSV形式観測データ⇒GISデータへ）

干渉SARプロパティ

干渉SAR east

観測点情報

監視盛土の情報を可視化

観測点情報一覧表示



四次元ダイナミック座標管理のGIS
 その他（公開データなどをGIS背景データとして表示）

① 国土地理院タイル情報（淡色地図／空中写真）
② Project PLATEAUの川崎市に関連するデータ

・建築物
・土砂災害警戒区域
・建物モデル（３DTiles）

③ 住所検索データ（MAPPLEアドレスマッチングデータ）

立体（３D）＋川崎市空中写真
＋PLATEUM建築物

住所検索
MAPPLEアドレスマッチング



まとめ

• 川崎市の道路台帳や防災地図などに四次元ダイナミック座標管
理の導入を試みている

• そのために、川崎市内に8点のGNSS 連続観測点を設けた。
• 四次元ダイナミック座標管理応用の例として、GNSS測量を用い

た川崎市内の大規模盛土の監視を実施した。今までのところ有
意な変動は得られていない。これについては相対座標監視のほ
うがよさそうである。

• 四次元ダイナミック座標に対応するGIS（地理情報システム）の
開発を進めている。
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